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仁多ライオンズクラブ国際認証40周年記念

　仁多ライオンズクラブが国際認証を受けて今年で４０年を迎え、５月２５日、カル

チャープラザ仁多において記念式典が行われました。

　式典には、同クラブの会員４４人や県内約３０クラブの代表者をはじめ、溝口県知

事や３３６−Ｄ地区の村上昭治ガバナー、岩田町長など約２５０人が出席しました。

　同クラブは、昭和４２年にライオンズクラブ国際協会３３６−Ｄ地区（島根・山口

県エリア）の５７番目のクラブとして結成されて以来、清掃活動、交通安全指導、献眼・

献血活動など地域に密着した奉仕活動や国際協力などを長年にわたって行われています。

　この日認証記念事業として、仁多福祉会へ軽自動車の贈呈、視力保護事業「視力フ

ァーストⅡ」へ＄20,500（日本円で約215万円）の献金などが披露されました。

　今後も、昨年結成された横田ライオンズクラブと共に、地域のリーダーとして社会

奉仕活動が展開されます。
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五
月
二
十
四
日
、
上
阿
井
の
ふ

れ
あ
い
交
流
館
﹁
一
味
同
心
塾
﹂

︵
中
村
成
子
館
長
︶
で
、
昔
な
が

ら
の
手
植
え
を

体
験
す
る
﹁
仁

多
米
作
り
・
田

植
交
流
会
﹂
が

行
わ
れ
、
町
内

を
は
じ
め
、
東

京
、
広
島
、
海

士
町
、
松
江
市

な
ど
か
ら
約
八

十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
は
じ
め
に
田

の
神
様
﹁
サ
ン

バ
イ
サ
ン
﹂
へ

豊
作
を
祈
る
神

事
が
行
わ
れ
、

中
村
館
長
か
ら

﹁
今
年
で
七
回

目
を
迎
え
、
交

流
を
通
し
て
、

環
境
を
学
ぶ
良
い
行
事
。
こ
れ
か

ら
も
次
代
に
続
く
米
作
り
に
つ
な

が
る
よ
う
願
い
ま
す
﹂
と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
三
十
　
の
水
田
に

素
足
で
入
り
、
田
植
え
唄
が
流
れ

る
中
、
秋
の
豊
作
を
願
い
な
が
ら
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
苗
を
一
株
ず
つ
丁

寧
に
手
植
え
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
水
田
の
除
草
、
秋
に
は

稲
刈
り
、
は
で
干
し
な
ど
安
心
・

安
全
・
無
農
薬
の
米
作
り
を
実
践

し
ま
す
。

昔
な
が
ら
の
米
作
り




一
味
同
心
塾
で
田
植
え
交
流

　
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
が
開
校
十
年
を
迎
え
た
こ
と
を

記
念
し
て
五
月
三
十
一
日
、
カ
ル

チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
で
創
立
十
周

年
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
に
は
、
島
根
県
知
事
代
理

や
岩
田
町
長
を
は
じ
め
、
歴
代
の

学
院
長
、
旧
教
職
員
、
卒
業
生
、

地
域
の
方
な
ど
約
三
百
五
十
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　
下
山
誠
学
院
長
か
ら
﹁
昨
年
度
、

私
立
学
校
等
評
価
研
究
機
構
に
よ

る
第
三
者
評
価
を
西
日
本
で
唯
一

受
け
、
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
地
域
と
共
に
、
優
れ

た
医
療
技
術
者
を
育
成
し
、
社
会

に
貢
献
す
る
教
育
機
関
を
目
指
す

と
と
も
に
、
今
後
も
、
学
生
へ
の

奨
学
金
の
支
給
制
度
等
さ
ら
に
充

実
し
た
学
院
運
営
に
努
め
ま
す
﹂

と
式
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
を
代
表
し
て
初
代
理
事
長

の
岩
田
町
長
か
ら
は
﹁
設
立
は
、

県
内
一
ヶ
所
と
い
う
厳
し
い
設
置

基
準
の
中
で
創
設
さ
れ
、
こ
の
十

年
間
の
基
礎
づ
く
り
、
特
色
あ
る

学
院
づ
く
り
に
あ
た
ら
れ
た
歴
代

の
学
院
長
、
学
院
ス
タ
ッ
フ
の
皆

さ
ん
の
献
身
的
な
ご
努
力
に
感
謝

し
ま
す
﹂
と
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、
開
校
か
ら
十
年
の
あ
ゆ

み
を
紹
介
す
る
ス
ラ
イ
ド
上
映
や
、

横
田
高
校
出
身
で
現
在
、
島
根
大

学
医
学
部
教
授
の
内
尾
祐
司
先
生

に
よ
る
記
念
講
演
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
同
学
院
は
、
平
成
十
年
四
月
に

県
内
初
、
ま
た
全
国
で
も
数
少
な

い
町
が
設
立
し
た
四
年
制
の
医
療

技
術
専
門
学
校
と
し
て
、
こ
れ
ま

で
三
百
九
十
三
名
が
卒
業
し
、
全

国
各
地
で
理
学
療
法
、
作
業
療
法

の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
平
成
十
七
年
度
に
は
、
文
部
科

学
省
か
ら
﹁
高
度
専
門
士
﹂
の
称

号
を
卒
業
生
に
付
与
で
き
る
専
門

学
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、
こ
の
高

度
専
門
士
に
は
大
学
院
受
験
資
格

が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▲手植えに挑戦する参加者

▲出席者全員で学院歌を斉唱

式
辞
を
述
べ
る
下
山
学
院
長

▲

内
尾
教
授
に
よ
る
講
演

▲

島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院

　
　
　
　
　
　
創
立
十
周
年
記
念

高齢者叙勲　旭高齢者叙勲　旭日単光章単光章　安部敏雄安部敏雄氏（佐白佐白） 

ア
ー

ル

　安部さんは、昭和54年から12年間仁多町議会議員を務められ、その間平
成元年から平成３年まで副議長の要職を歴任されるなど、地方自治の発展と
住民福祉の向上に尽瘁されました。
　特に「県政百年の大計」といわれる斐伊川・神戸川の治水計画に基づく尾
原ダム建設事業の円滑な推進に尽力され、その結果平成３年10月には基本協
定の調印が行われ、今日この事業が順調に進展する礎を築かれました。
　また、平成2年10月には（財）奥出雲多根自然博物館副理事長に就任され、
現在も奥出雲町の発展に多大なご尽力をいただいています。
　今回その功績により、叙勲の栄に浴されました。

＜横田中学校大規模改修・耐震補強＞

　町内には、仁多・横田2校の中学校があり、仁多中学校については昭和47年に建築され、

平成3年から平成5年までの3ヵ年で大規模改修整備が行われています。

　横田中学校については、昭和48年

に旧横田町内の中学校を統合して建築

されて以来34年が経過し、老朽化と

水道水の汚濁が進んでいたため、町で

は合併後、最重点事業として、平成

17年度から文部科学省で国の補正予

算対応して頂き4ヵ年計画で大規模改

修工事、併せて耐震補強工事を進めて

います。

　既に第1期工事（特別教室棟）、第2

期工事（普通教室棟）が終了し、今年

度は第3期工事（管理教室棟）の改修

整備を行っています。さらに、来年度

は第4期工事（体育館改修）を行う予

定で、総事業費は6億8千万円です。

＜横田小学校水泳プールも竣工＞

　横田小学校水泳プールは、昭和55年に整備されて以来、高学年用、低学年用が併設するプ

ールとして、横田小学校や隣接する横田幼稚園・保育所の園児などに幅広く利用されてきま

した。

　しかし、建築後28年が経過し、プールの塗装面の損傷

が著しく、水が白濁するなど度々使用を中止。また更衣

室及びトイレの屋根がコンクリート劣化により崩落する

など大変危険な状態でした。

　そこで、平成19年度に水槽を補修・強化するとともに、

シャワーユニットの設置や下水道へ接続するなど整備を

行いました。

　安全で、使いやすく、親しみやすいプールとして完成し、

今シーズンからたくさんの子供たちが利用します。

町内の学校教育施設整備　着々と進む

▲改修された横田小学校水泳プール

▲図書室 ▲ランチルーム

▲耐震補強を施した開口部▲実習室
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新
緑
深
ま
る
六
月
一
日
、
船
通
山
で
ブ
ナ
林
自

然
観
察
会
が
開
か
れ
、
県
内
外
か
ら
約
三
十
人
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
亀
石
コ
ー
ス
駐
車
場
を
出
発
す
る
と
、

自
然
観
察
指
導
員
の
説
明
の
も
と
、
船
通
山
の
植

生
に
つ
い
て
語
り
合
い
、
自
然
の
空
気
を
満
喫
、

鳥
の
さ
え
ず
り
を
楽
し
み
な
が
ら
登
山
を
行
い
ま

し
た
。

　
ブ
ナ
林
は
船
通
山
を
は
じ
め
、
吾
妻
山
、
大
万

木
山
な
ど
県
内
で
は
わ
ず
か
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、

そ
の
高
い
保
水
機
能
と
地
域
の
み
ず
が
め
と
し
て

の
水
源
か
ん
養
機
能
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　
参
加
者
は
自
然
の
大
切
さ
を
学
び
、
自
然
と
共

生
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
て

い
ま
し
た
。

新緑の自然を満喫

船通山ブナ林自然観察会

　
魚
の
住
め
る
き
れ
い
な
川
を
守
ろ
う
と
横
田
公
民
館
と
斐

伊
川
漁
協
横
田
支
部
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら
毎
年
水
辺

の
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　
五
月
十
二
日
に
は
、
横
田
幼
稚
園
と
横
田
小
学
校
の
三
年

生
約
六
十
人
が
参
加
し
、
横
田
庁
舎
裏
の
斐
伊
川
河
川
敷
で

ア
ユ
の
稚
魚
二
千
匹
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
勢
い
よ
く
飛
び
跳
ね
る
ア
ユ
に
苦
戦
し
ま
し
た
が
、
み
ん

な
で
協
力
し
、稚
魚
が
大
き
く
育
つ
よ
う
願
い
ま
し
た
。

　
子
供
た
ち
は
今
後
、
斐
伊
川
の
水
質
検
査
や
宍
道
湖
の
清

掃
な
ど
を
行
い
、環
境
に
つ
い
て
学
ぶ
予
定
で
す
。

斐
伊
川
で
水
辺
の
教
室

斐
伊
川
で
水
辺
の
教
室

子
ど
も
た
ち
が
ア
ユ
を
放
流

　
五
月
二
十
一
日
、
第
四
回
奥

出
雲
町
小
学
校
連
合
体
育
大
会

が
三
成
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
好
天
の
中
、
ト
ラ
ッ
ク
と
フ

ィ
ー
ル
ド
で
は
二
十
五
種
目
が

行
わ
れ
、
町
内
小
学
校
の
三
年

生
以
上
の
児
童
全
員
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
児
童
達
は
、
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
し
、
自
己

記
録
へ
の
挑
戦
、
他
校
と
の
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
保
護
者
や

関
係
者
が
訪
れ
、
元
気
い
っ
ぱ

い
に
走
る
児
童
に
熱
い
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
大
会
で
は
十
種
目

で
新
記
録
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

第
四
回


奥
出
雲
町

　
小
学
校
連
合
体
育
大
会

元
気
い
っ
ぱ
い
に
力
走

▲

ア
ユ
の
成
長
を
願
い
放
流

▲

▲自然観察指導員から説明を受ける参加者

▲ ▲
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五
月
二
十
七
日
、
町
内
の
保
育

所
園
児
約
三
十
人
が
、
三
成
保
育

所
の
茶
畑
で
茶
摘
み
体
験
交
流
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
交
流
会
は
、
自
然
の
中
で

の
活
動
を
通
し
て
自
然
の
恵
み
を

感
じ
取
り
、
命
の
大
切
さ
を
知
っ

て
ほ
し
い
と
昨
年
か
ら
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

　
園
児
た
ち
は
、
先
生
や
地
域
の

人
に
教
わ
り
な
が
ら
一
生
懸
命
新

芽
を
摘
み
取
り
、
他
園
の
友
達
と

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

地
区

出
品
者

名
　
　
号

三
　
　
成
　
　
支
　
　
部

成
績
︵
序
列
︶

馬
木

横
田

横
田

鳥
上

八
川

森
山
　
義
治

丸
山
　
常
義

小
池
　
俊
彦

児
玉
八
重
子

部
田
　
泰
久

ふ
く
ひ
ら
し
げ
７

か
ね
ひ
ら

ゆ
う
ひ
ろ
６

い
ち
ょ
う

あ
や
ね

特
選
賞
　
首
席

特
選
賞
　
次
席

特
選
賞
　
三
席

特
選
賞
　
四
席

特
選
賞
　
五
席

団
体
優
勝

平
成
二
十
年
度

平
成
二
十
年
度





第
一
回

第
一
回



奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共
進
会
開
催

奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共
進
会
開
催

︻
成
績
表
︼

　
平
成
二
十
年
度
の
第
一

回
奥
出
雲
町
肉
用
子
牛
共

進
会
が
六
月
六
日
、
仁
多

中
央
家
畜
集
合
所
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
町
内
九
地
区
か

ら
選
ば
れ
た
四
十
一
頭
の

肉
用
子
牛
が
、
審
査
員
に

よ
っ
て
個
体
審
査
、
比
較

審
査
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
六
月
五
日
、
建
設
工
事
が
進
む

尾
原
ダ
ム
の
奥
出
雲
町
山
方
地
内

で
、
斐
伊
川
上
流
と
下
流
の
小
学

校
十
二
校
の
児
童
ら
約
二
百
八
十

人
が
参
加
し
て
、
コ
ナ
ラ
の
苗
木

約
六
百
本
を
植
樹
し
ま
し
た
。

　
こ
の
植
樹
は
、
国
土
交
通
省
、

県
、
雲
南
市
、
奥
出
雲
町
、
斐
伊

川
く
ら
ぶ
で
つ
く
る
実
行
委
員
会

が
主
催
し
て
、
平
成
十
二
年
か
ら

毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
ま
で
に
延
べ
百
三
十
七
校
、

約
三
千
四
百
人
の
小
学
生
が
参
加

し
、
六
千
本
を
超
え
る
ど
ん
ぐ
り

の
苗
木
が
植
樹
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
は
じ
め
に
斐
伊
川
・
神
戸
川
総

合
開
発
事
務
所
の
中
川
哲
志
所
長

な
ど
か
ら
、
ダ
ム
の
役
割
や
森
を

育
て
る
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
、
参
加
校
を
代
表
し
て
、
寺

領
小
学
校
児
童
か
ら
﹁
心
を
込
め

て
未
来
ま
で
残
る
ど
ん
ぐ
り
の
木

を
植
え
ま
す
﹂
と
宣
誓
が
あ
り
ま

し
た
。
　
　

　
児
童
は
、
法
面
を
シ
ャ
ベ
ル
で

掘
っ
て
、
竹
ポ
ッ
ト
に
入
っ
た
十

五
　
ほ
ど
の
コ
ナ
ラ
苗
を
植
樹
し
、

一
人
ひ
と
り
が
願
い
を
書
い
た
記

念
プ
レ
ー
ト
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
午
後
か
ら
は
植
樹
祭
に

参
加
し
た
小
学
校
に
よ
る
交
流
会

が
行
わ
れ
、
斐
伊
川
流
域
全
体
の

交
流
が
よ
り
一
層
深
ま
り
ま
し
た
。

▲首席に輝いた「ふくひらしげ7号」

保
育
所
園
児
が

　
　
茶
摘
み
体
験

▲コナラの苗木を植える児童たち

尾原ダムでどんぐりの森づくり
児童たちが苗木600本を植樹

セ
ン

チ



広報
奥出雲 6広報
奥出雲7

○試験日時：平成20年７月13日（日）午前９時30分～

○開催場所：雲南市木次町里方55　チェリバホール

○試験科目：適性試験、知識試験・技能試験

【お問合せ先】

　島根県東部農林振興センター雲南事務所（総務・鳥獣スタッフ）まで

　電話：0854−42−9556　ＦＡＸ：0854−42−9650

平成20年度島根県狩猟免許試験が実施されます
奥
出
雲
町
文
化
財





保
護
専
門
委
員
決
ま
る

　
五
月
三
十
日
、
奥
出
雲
町
文
化

財
保
護
専
門
委
員
九
人
が
決
ま

り
、委
嘱
書
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
任
期
は
二
年
間
で
、
町
内
に
あ

る
文
化
財
の
調
査
や
保
存
並
び
に

活
用
に
関
し
て
専
門
的
、
技
術
的

事
項
の
研
究
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
す
。

　
専
門
委
員
さ
ん
は
次
の
と
お
り

で
す
。

　
・
杉
原
　
清
一
さ
ん︵
会
長
︶

　
・
福
田
　
充
雄
さ
ん︵
副
会
長
︶

　
・
吉
川
　
昌
治
さ
ん

　
・
家
熊
　
　
猛
さ
ん

　
・
木
原
　
　
明
さ
ん

　
・
田
部
　
英
年
さ
ん

　
・
児
玉
　
敏
郎
さ
ん

　
・
藤
原
　
克
己
さ
ん

　
・
相
良
　
英
輔
さ
ん

ふるさと奥出雲町を応援して下さる皆様へ

ご支援をよろしくお願いいたします

有
線
電
話
番
号

︻
名
義
変
更
︼

　
○
上
鴨
倉︵
８
１
︱
１
４
０
１
︶

　
　
吉
川
　
喜
義
(

吉
川
　
義
人)

　
　
　
　
←

　
　
吉
川
　
義
人

　
○
稲
田︵
２
０
︱
１
６
５
１
︶

　
　
岩
佐
　
和
雄

　
　
　
　
←

　
　
岩
佐
　
博
史
(

岩
佐
　
和
雄)

　奥出雲町では、自然、歴史、文化や伝統に恵まれた奥

出雲町の末永い充実・発展を目指すために『奥出雲町ふ

るさと応援基金』を創設しました。ふるさと奥出雲町を

愛し、応援していただける個人や団体の皆さんから広く

寄附金を募集します。


　寄附金は、以下の事業に活用させていただきます。


⑴　人口定住・結婚対策に関する事業

⑵　出産・子育て支援に関する事業

⑶　自然環境・環境保全に関する事業

⑷　観光振興に関する事業

⑸　教育・文化・スポーツ振興に関する事業

⑹　その他町長が定めた事業

○寄附の方法


　(1)寄附金申出書にご記入の上、郵送、FAX、E-Mailでご送付ください。


　　　《郵便送付先》　〒699-1592
島根県仁多郡奥出雲町三成358番地1

　　　　　　　　　　　　　奥出雲町役場
企画財政課　　《FAX》
0854-54-1229

　　　《メールアドレス》　zaisei@town.okuizumo.shimane.jp

　　※寄附金申出書の用紙は、町のホームページ（http://www.town.okuizumo.shimane.jp/register/

　　　
register/post-230.html）からダウンロードできます。

　(2)後日、奥出雲町役場から「納付のご案内」を郵送いたしますので、①専用払込票（ゆうちょ

　　銀行用）、②専用納付書（指定金融機関用）、③口座振込、④現金書留、のいずれかの方法

　　で入金をお願いします。


　(3)入金確認後、奥出雲町から寄附に係る領収書を発行いたします。個人住民税の寄附金控除を

　　受けることができますので、確定申告時にお使いください。法人税の寄附金控除については、

　　所在地の各税務署にお問合せください。

○お問合せ先

　　・寄附の方法や事業の内容について・・・(企画財政課)　0854-54-2522

　　・個人住民税寄附金控除について・・・(税　務　課)　0854-52-2671



　※この案内は、寄附を強要したり、見返りや恩典により寄附をお願いするものではありません。


　※『奥出雲町ふるさと応援基金』をかたった寄附の強要や詐欺行為には十分にご注意ください。


　
島
根
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学

院
の
一
年
生
五
十
九
人
と
高
尾
小

学
校
の
全
校
児
童
十
六
人
が
五
月

十
四
日
、
高
尾
地
内
の
水
田
で
手

植
え
に
よ
る
田
植
え
体
験
を
し
ま

し
た
。

　
同
学
院
で
は
、
﹁
協
働
力
実
習
﹂

の
授
業
で
自
然
に
親
し
み
共
感
の

力
を
育
て
、
協
力
す
る
こ
と
の
大

切
さ
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
に
四
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
八
�
の
水
田
に
入
る
と
、
横
一

列
に
な
り
、
も
ち
米
﹁
コ
コ
ノ
エ

モ
チ
﹂
と
う
る
ち
米
﹁
コ
シ
ヒ
カ

リ
﹂
を
地
域
の
人
か
ら
丁
寧
な
指

導
を
受
け
な
が
ら
、
一
株
ず
つ
植

え
て
い
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
高
尾
小
学
校
の
全
児
童

と
一
緒
に
行
い
、
終
始
和
や
か
な

雰
囲
気
で
行
わ
れ
、
年
代
を
越
え

た
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　
学
生
か
ら
は
﹁
足
が
は
ま
っ
て

大
変
だ
っ
た
け
ど
、
み
ん
な
と
一

緒
に
で
き
て
よ
い
思
い
出
に
な
っ

た
﹂
、
﹁
昔
な
が
ら
の
手
植
え
を

初
め
て
体
験
し
貴
重
な
経
験
に
な

っ
た
﹂
な
ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
、
田
車
、
稲
刈
り
、
脱
穀

な
ど
仁
多
米
づ
く
り
の
体
験
や
わ

ら
草
履
づ
く
り
な
ど
の
実
習
を
行

い
ま
す
。

ア
ー

ル

島根リハビリ学院生と

　地元児童が田植え交流

　
霊
峰
・
玉
峰
山
安
全
祈
願
祭

が
五
月
十
一
日
、
亀
嵩
観
光
文

化
協
会
や
亀
嵩
公
民
館
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
祥
雲
の
会
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
祈
願
祭
に
は
、
岩
田
町
長
を

は
じ
め
、
地
元
関
係
者
や
町
内

外
の
登
山
者
な
ど
約
百
名
が
出

席
し
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安
全
と

玉
峰
山
が
多
く
の
人
で
賑
わ
う

よ
う
祈
り
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
、
登
山
者
は
新
緑

の
な
か
山
頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
下
山
し
た
後
は
、
地

元
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
山
菜

の
て
ん
ぷ
ら
が
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　
戦
国
武
将
三
沢
氏
の
遺
徳
を

偲
び
、
登
山
者
の
安
全
を
祈
願

す
る
要
害
山
山
城
祭
が
五
月
二

十
五
日
、
三
沢
城
跡
保
存
会
の

主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
神
事
は
ま
ず
、
古
く
か
ら
禊

の
水
と
し
て
言
い
伝
え
ら
れ
て

い
る
三
澤
池
で
清
め
の
水
を
汲

む
﹁
お
水
取
り
﹂
の
儀
式
を
行
い
、

場
所
を
三
沢
公
民
館
に
移
し
て

多
く
の
来
賓
、
地
域
住
民
な
ど

約
六
十
人
が
参
列
し
、
山
開
き

の
神
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
三
沢
小
学
校
児
童
ら

が
鎧
兜
を
身
に
ま
と
い
武
者
行

列
が
行
わ
れ
、
今
回
は
武
士
が

出
陣
の
際
に
行
っ
て
い
た｢

三
献

儀｣

が
勇
壮
に
披
露
さ
れ
、
式
典

に
彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

み
そ
ぎ

さ
ん
こ
ん
の

ぎ

玉
峰
山


山
開
き

要
害
山
山
城
祭

本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
到
来

パ
　
ー

セ
ン
ト

▲イベントを楽しむ多くの来場者

「奥出雲町ふるさと応援基金」を創設しました「奥出雲町ふるさと応援基金」を創設しました

▲素足になって苗を植える学生と児童たち

▲尾原ダム発掘調査現場視察の様子

▲「三献儀」の様子

神
事
の
様
子

▲


